


遺伝性代謝疾患の異質性を明らかにすることと,保因者診断法を確立することを目的とし,

今年度はメープルシロップ尿症を対象疾患とし,本症における臨床症状の多様性と血球や

線維芽細胞を用いた保因者診断の可能性について検討を加えた。 


